
室内では、置く場所によって植物に十分
な日光が当たらないことがある。本作品
では、植物を部屋の中に固定するのでは
なく、人の移動とともに外へ連れ出すこと
を考えた。散歩をしたり、日なたに立ち止
まったりする時間を、植物も一緒に過ごす
ことができる。 

水を替える、光に当てる、様子を見るとい
う行為は、単なる管理ではなく、植物と生
活をともにするための小さなケアである。
人が太陽の光を植物に分け、植物は人に
日常のリズムや光の存在をそっと意識させ
る。

ひかりの散歩


